
Ⅱ列王 17:13 主はすべての預言者とすべての先見者を通し
て、イスラエルとユダとに次のように警告して仰せられた。「あな
たがたは悪の道から立ち返れ。わたしがあなたがたの先祖たち
に命じ、また、わたしのしもべである預言者たちを通して、あな
たがたに伝えた律法全体に従って、わたしの命令とおきてとを
守れ。」 
 17:14 しかし、彼らはこれを聞き入れず、彼らの神、主を信じな
かった彼らの先祖たちよりも、うなじのこわい者となった。 
 17:15 彼らは主のおきてと、彼らの先祖たちと結ばれた主の契
約と、彼らに与えられた主の警告とをさげすみ、むなしいものに
従って歩んだので、自分たちもむなしいものとなり、主が、なら
ってはならないと命じられた周囲の異邦人にならって歩んだ。 
 17:16 また、彼らの神、主のすべての命令を捨て、自分たちの
ために、鋳物の像、二頭の子牛の像を造り、さらに、アシェラ像
を造り、天の万象を拝み、バアルに仕えた。 
 17:17 また、自分たちの息子や娘たちに火の中をくぐらせ、占
いをし、まじないをし、裏切って主の目の前に悪を行い、主の怒
りを引き起こした。 
 17:18 そこで、主はイスラエルに対して激しく怒り、彼らを御前
から取り除いた。ただユダの部族だけしか残されなかった。 
 17:19 ユダもまた、彼らの神、主の命令を守らず、イスラエルが
取り入れた風習に従って歩んだ。 
 17:20 そこで、主はイスラエルのすべての子孫をさげすみ、彼
らを苦しめ、略奪者たちの手に渡し、ついに彼らを御前から投
げ捨てられた。 
 17:21 主がイスラエルをダビデの家から引き裂かれたとき、彼ら
はネバテの子ヤロブアムを王としたが、ヤロブアムは、イスラエ
ルを主に従わないようにしむけ、彼らに大きな罪を犯させた。 
 17:22 イスラエルの人々は、ヤロブアムの犯したすべての罪に
歩み、それをやめなかったので、 
 17:23 ついに、主は、そのしもべであるすべての預言者を通し
て告げられたとおり、イスラエルを御前から取り除かれた。こうし
て、イスラエルは自分の土地からアッシリヤへ引いて行かれた。
今日もそのままである。 
 
 
 
 

2Ki17:13 Yet the Lord testified against Israel and 
against Judah, by all of His prophets, every seer, 
saying, "Turn from your evil ways, and keep My 
commandments and My statutes, according to all 
the law which I commanded your fathers, and 
which I sent to you by My servants the prophets." 
 17:14 Nevertheless they would not hear, but 
stiffened their necks, like the necks of their 
fathers, who did not believe in the Lord their God. 
 17:15 And they rejected His statutes and His 
covenant that He had made with their fathers, 
and His testimonies which He had testified 
against them; they followed idols, became 
idolaters, and went after the nations who were all 
around them, concerning whom the Lord had 
charged them that they should not do like them. 
 17:16 So they left all the commandments of the 
Lord their God, made for themselves a molded 
image and two calves, made a wooden image and 
worshiped all the host of heaven, and served Baal. 
 17:17 And they caused their sons and daughters 
to pass through the fire, practiced witchcraft and 
soothsaying, and sold themselves to do evil in the 
sight of the Lord, to provoke Him to anger. 
 17:18 Therefore the Lord was very angry with 
Israel, and removed them from His sight; there 
was none left but the tribe of Judah alone. 
 17:19 Also Judah did not keep the 
commandments of the Lord their God, but walked 
in the statutes of Israel which they made. 
 17:20 And the Lord rejected all the descendants 
of Israel, afflicted them, and delivered them into 
the hand of plunderers, until He had cast them 
from His sight. 17:21 For He tore Israel from the 
house of David, and they made Jeroboam the son 
of Nebat king. Then Jeroboam drove Israel from 
following the Lord, and made them commit a 
great sin. 17:22 For the children of Israel walked 
in all the sins of Jeroboam which he did; they did 
not depart from them, 17:23 until the Lord 
removed Israel out of His sight, as He had said 
by all His servants the prophets. So Israel was 
carried away from their own land to Assyria, as 
it is to this day. 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
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「彼らは御前から取り除かれた。」Ⅱ列王記 17 章 13～23 節  

人
の
本
性
は
罪
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
悪
の
限
り
を
尽
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
放
置
す
る
と
社
会
は
乱
れ
、
暴
力
と
混
乱
の
世
に
な
る
の
で
、
人

は
互
い
に
自
制
し
合
い
、
法
や
制
度
に
よ
っ
て
統
治
し
て
平
和
を
図
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
平
和
が
続
く
と
必
ず
世
は
乱
れ
、
快
楽
と
不
正
が
蔓
延
り
ま
す
。
誠
実
な
信

仰
生
活
を
過
ご
そ
う
と
願
う
人
々
は
現
代
社
会
の
退
廃
に
困
惑
す
る
者
で
す
。 

神
は
「
悪
の
道
か
ら
立
ち
返
れ
。
」
（13

）
と
警
告
さ
れ
ま
す
が
、
「
う
な
じ
の
こ
わ

い
者
」
（14
）
（
頑
な
で
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
者
）
な
の
で
、
こ
れ
を
聞
き
入
れ
な

い
の
で
す
。
聖
書
を
読
む
と
、
そ
う
い
う
頑
な
な
人
々
に
対
す
る
罰
と
し
て
、
神
は

自
然
災
害
や
疫
病
、
そ
し
て
病
気
や
不
幸
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
罪
人
と

は
悔
い
改
め
を
し
な
い
人
の
こ
と
で
、
政
治
や
経
済
の
人
々
の
有
様
、
或
は
日
常
生

活
の
営
み
に
も
現
れ
ま
す
。
「
彼
ら
は
主
の
お
き
て
と
、
主
の
契
約
と
、
主
の
警
告
と

を
さ
げ
す
み
、
む
な
し
い
も
の
に
従
っ
て
歩
ん
だ
の
で
、
自
分
た
ち
も
む
な
し
い
も

の
と
な
り
、
主
が
、
な
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
ら
れ
た
周
囲
の
異
邦
人
に
な
ら

っ
て
歩
ん
だ
。」
（15

）。 

詩
篇
一
編
に
は
「
主
の
教
え
を
喜
び
と
し
、
昼
も
夜
も
、
そ
の
教
え
を
口
ず
さ
む

人
。
そ
の
人
は
、
流
れ
の
ほ
と
り
に
植
え
ら
れ
た
木
。
時
が
来
る
と
実
を
結
び
、
そ

の
葉
は
枯
れ
ず
、
そ
の
為
す
こ
と
は
全
て
栄
え
る
。
悪
し
き
者
は
、
風
が
吹
き
飛
ば

す
籾
殻
だ
。
」
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
現
代
社
会
が
こ
の
滅
び
ゆ
く

イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
の
よ
う
で
あ
る
と
気
が
付
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
占
い
を

し
、
ま
じ
な
い
を
し
、
裏
切
っ
て
主
の
目
の
前
に
悪
を
行
い
、
主
の
怒
り
を
引
き
起

こ
し
た
。」（17

）。 

聖
書
を
読
ん
で
い
る
と
、
何
故
彼
ら
は
素
直
に
悔
い
改
め
な
い
の
か
、
と
思
う
こ

と
は
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
現
代
社
会
の
俗
悪
さ
を
、
そ
れ
に
染
ま
っ
て
い
る
人
は

気
が
付
き
ま
せ
ん
。
自
然
災
害
も
、
自
然
を
犠
牲
に
し
て
成
長
と
繁
栄
を
願
う
こ
と

の
必
然
の
結
果
で
す
。
昨
夜
、
発
が
ん
性
と
腸
内
細
菌
を
殺
す
作
用
の
あ
る
小
麦
が

日
本
に
輸
入
さ
れ
、
日
本
政
府
は
そ
れ
ら
の
規
制
を
緩
や
か
に
し
て
い
る
と
い
う
情

報
を
、
週
報
送
付
の
人
に
送
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
除
草
剤
や
遺
伝
子
組
み
換
え
作

物
に
よ
っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
や
が
ん
、
そ
し
て
発
達
障
害
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
私

は
警
告
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
も
同
じ
よ
う
な
経
済
的
利
得
の
手
段
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
彼
ら
が
裁
か
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
そ
れ
を
黙
認
し
、
妥
協
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
と
同
じ

な
の
で
す
。 

                   

ソ
ロ
モ
ン
王
の
死
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
は
、
北
イ
ス
ラ
エ
ル
と
南
ユ
ダ
に
分

か
れ
、
南
ユ
ダ
に
は
ユ
ダ
部
族
と
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
部
族
、
そ
し
て
神
に
仕
え
る
レ
ビ

部
族
が
付
き
ま
す
。
南
ユ
ダ
は
ダ
ビ
デ
の
家
系
を
守
り
、
良
い
王
と
悪
い
王
が
継

い
で
ど
う
に
か
国
が
守
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
北
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
次
々
に
悪
王

が
支
配
し
ま
す
。
そ
し
て
遂
に
紀
元
前
７
２
２
年
、
ア
ッ
シ
リ
ア
に
よ
っ
て
滅
ぼ

さ
れ
、
住
民
は
連
れ
て
い
か
れ
、
離
散
し
ま
す
。 

「
ア
ッ
シ
リ
ヤ
の
王
は
、
人
々
を
連
れ
て
来
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
の
代
わ

り
に
サ
マ
リ
ヤ
の
町
々
に
住
ま
せ
た
。」（
１
７
・24

）
。
そ
れ
で
、
サ
マ
リ
ヤ
に
住

ん
だ
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
で
は
な
く
、
現
在
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
に
住
ん
で

い
る
の
は
、
基
本
的
に
ユ
ダ
ヤ
人
、
つ
ま
り
南
ユ
ダ
の
子
孫
で
す
。「
主
は
イ
ス
ラ

エ
ル
に
対
し
て
激
し
く
怒
り
、
彼
ら
を
御
前
か
ら
取
り
除
い
た
。
た
だ
ユ
ダ
の
部

族
だ
け
し
か
残
さ
れ
な
か
っ
た
。」
（18

） 

南
ユ
ダ
は
こ
の
時
期
に
は
ヒ
ゼ
キ
ヤ
王
が
名
君
と
し
て
国
を
栄
え
さ
せ
、
「
主

に
信
頼
し
て
い
た
。」
ア
ッ
シ
リ
ヤ
に
も
攻
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
侮
辱
す
る
ア
ッ
シ

リ
ヤ
の
将
軍
の
言
葉
に
対
し
て
主
に
祈
り
ま
す
。
す
る
と
預
言
者
イ
ザ
ヤ
を
通
し

て
「
主
は
言
わ
れ
る
。
わ
た
し
を
の
の
し
っ
た
、
あ
の
言
葉
を
恐
れ
る
な
。」（
Ⅱ

列
王
１
９
・6

）
。「
そ
の
夜
、
主
の
使
い
が
出
て
い
き
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
陣
営
で
１

８
万
５
千
人
を
打
ち
殺
し
た
。」（
１
９
・35

）。 

私
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
災
害
の
背
景
に
神
の
御
手

を
感
じ
ま
す
。
大
雨
や
洪
水
な
ど
も
、
神
に
対
抗
す
る
自
然
破
壊
と
侵
害
に
対
す

る
神
の
罰
を
覚
え
ま
す
。
預
言
書
や
黙
示
録
を
読
め
ば
、
歴
史
の
最
後
に
は
主
の

裁
き
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
人
生
の
後
に
も
、
主
の
裁
き
が
あ
り
ま
す
。 

「
幸
い
な
こ
と
よ
。
悪
し
き
者
の
は
か
り
ご
と
に
歩
ま
ず
、
罪
人
の
道
に
立
た

ず
、
嘲
る
者
の
座
に
着
か
な
い
人
。」（
詩
篇
１
・1

）。 
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